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笛地静恵
浸水は胸まで来た。止まらなかった。船首の人魚雷室にまで入りこんできた。艦長の命令を、がなるはずの伝声管は、沈黙したままだ。
胃號潜水艦は、印度洋の海底に沈んでいく。すでに全電源も短絡していた。神経電線は、断絶していた。
僕は、水木虎雄兵長の油の染みた軍服の胸に、抱きしめられていた。
彼のいつもは半眼の眠ったような切れ長の瞳が真円に見開いていた。二つの月のように黄金にまばゆく光った。魚の目だった。少し怖いが、僕の油と涙に汚れた顔を、優しく凝視している。前髪を太く短い指が器用に梳いた。記憶の乾板に焼き付けているのだ。
新米の少年兵に、海と有機機械整備の知識と技術のすべてを叩きこんだ。鍛えてくれた。男になれた。
「お前は、俺の精を飲んだ。必ず助けてやる」
大きな口から潮の香がした。どうせ気休めだ。水深百米の深海から、生きて海上にたどりつけるはずがない。水木兵長の知恵と力をもってしても無理だろう。覚悟はしている。しかし、うれしかった。
僕は、兵長の背中に両腕を回した。背筋が金属の板のように固い。力の限りに抱き締められた。背骨が折れそうだった。それでもいい。二人一緒に逝ければいい。彼の青臭い精液の味が、ふと僕の口腔に蘇った。
「ありがとうございました」感謝の言葉を述べたかったが、すでに鼻にも口にも、塩辛い水がいっぱいだった。軍服の胸に頬をつけた。意識が飛んだ。
気が付くと、人魚雷に縛り付けられていた。燃料が抜かれ空の状態だった。海面を漂流しているところを味方の艦船に救出された。
史上最大の両棲類である黒長須鯨を改造した、帝國海軍の最新鋭の潜水艦は、沈没した。僕が、胃號潜水艦の唯一の生き残りだった。
水木兵長の姿は、洋上のどこにも見つからなかった。
兵長に抱きしめられた僕の背中には、彼の掌の痕が青く残った。長いこと消えなかった。彼の指の間には、水かきがあった。自分でも、旧式の水棲人間だと言っていた。自分のような者は、もう何名も、この世に生きていないと。人工頭髪を取ると、半球形の白い金属陶器製の頭蓋が、むき出しとなった。きっと身を挺して、かばってくれたのだろう。
でも、普通の生身の人間である僕自身が、電源の絶たれた暗黒の船内で、なぜあれほどにくっきりと、水木虎雄兵長の目を見ることができたのだろうか。
主人の蝋燭を節約するためにすべてを暗闇の中で行うこと(7)
渡邊利道
僕の部屋の目の前の部屋に、大きな翼をひろげて一羽の鷲が降りてくる。じっと窓枠にとまり、僕を見つめていると僕は思うが、本当は鷲が何を見ているかなんて僕にはわからない。昨日淹れたコーヒーが、飲みかけのままテーブルの上に置いてある。もしかすると鷲はコーヒーが欲しいのかもしれない。
川から死体が引き上げられて、誰のものか皆で心当たりを探す。結局見つからないのだが、そんな人間だから死んだのか。事故か自殺かわからないが、人となりもまたわからないわけでどういう宗教で亡骸を始末すれば良いのかわからない。仕方がないのでまた川に流す。
迷路の中で君と出会って、迷っているうちに君とはぐれた。もう僕は出口に向かわず、ふたたび君と出会えることだけを期待してさまよっているのだけれど、もしかすると君は既に迷路を脱出して次のアトラクションに向かっているのかもしれないと思って言い知れぬ不安に怯え白い月を眺める。
美しい夜明けが差し迫って、私の不安を煽るのか、癒すのか。鳥の声はもう聞こえない。川のように振る舞っている道を自転車に乗ってどこまでも走っていくと、すぐ街に出て、魚のような自動車のエンジン音に耳を攲てる。ここが今日のどんづまり。もうどこへいくこともできない。
町の広場の中央部に井戸があって、許可を得て降りていくと中には水ではなく何か柔らかいものがある。底に立って手で触れてみればいい、ゆっくり胎動するその奥には何かが潜んでいて、蠢き、いや、むしろ何かは複数であって犇めき合っているのがわかるだろう。待っているぞと声が響く。
冷蔵庫が電源を抜かれて倉庫に転がっている。横向きに、孤独に。扉は開きっぱなし。ネズミの一家が住み着いて、そうすると冷蔵庫はまるで家だが、しかし冷蔵庫は食品を一定の品質を保って保存する機械であり、家ではない。しかしネズミはそんなことにはいっこう構ってはいない。孤独。
細かい雪が降って、海の向こうに日が落ち、冬は愈々深まり、誰も訪ねては来ず、歌は空気に消えて、灯火が、私に関心を向けず、私もまた灯りに気づかずに夜が更けていき、鳥が屋根の上にとまるのがはっきりとわかって、鳥と私の間には不可思議なシンパシイが生まれている。
教会の中庭にひっそりと佇む小さな丘に、六本の腕が地面からすっと天に向かって伸びている。細い、白いその腕は、ひたすら上へ向かっててのひらをひろげ、何かに捧げるように指先の、爪までが緊張して見える。雨が降っても、その丘の周囲だけはぼんやり光って雨つぶが落ちてこない。
左側から矢印が現れる。→が。すると世界が右へ動く。私は立っていられなくなり、膝を落として見上げれば、空には虹がかかっている。土を払って歩き始める。もちろん右に向かって。すると今度は↑が現れて、一気に世界が上昇する。奈落の底まで落ちて、なぜだかとても心安らかになる。
通りの向こう側は別世界で、舗道を歩く人々が誰も映画スター気取りで人気者だと自分では思っていて、他の誰もがその誤解を咎めない、そんな優しいというよりも欺瞞的な空気が蔓延しているように見える。あの中に私は入っていけない。とつぜん洪水がやってきてすべてを押し流してくれないか。
オウムガイが波に洗われている。それは超小型のタイムマシンだ。バスくらいのサイズで製造しとある方法で小さくしたもので、やはり小さくなった未来人が乗務員である。うつろ舟のようなオウムガイで、未来人たちが調べにきたのは彼らの時代では錆じみて赤くなってしまった青い青い海。
夜の暗い道をとぼとぼ歩いていると、どこからかヒューという音が聞こえ、パッと空が光ったと思ったら花火だった。遅れて破裂音がやってくる。人間花火をした派手な自殺者がいて、血と内臓でせっかくの衣装が汚れてしまったと文句を言い言い見物人たちが大挙押し寄せてくる。
まどろみから醒めてみると、すでに王女の姿はなく、彼は、それが自分の邪な欲望が見せた夢だったのではないかと疑ったが、寝台にはまぎれもなく昨夜の営みの跡があった。来週には隣国の王子を迎えての婚礼の儀が行われる。すべてを見届け、私は自らを処さねばならないのだろう。
蛇のような山肌。その幾千万という木々の葉は幾千万の鱗となって風にきらめき何かを飲み込んだ蛇の腹のように蠢き揺れざわめいて人々を幻惑する。かつて山は神で、泥酔して横たわって山となり、吐いた水が湖となったと伝えられた。この山肌にすがりつくようにしてできた集落の人々はその塵だ。
燃え上がる空間。それは軀であるとか、船であるとか、機関であるとか複数の場合が想定されており、上方から見ると、緩やかなカーヴを描いて垂直に聳り立つ、あるいは舞い降りるそれは、滝であったり幕であったりする。しかしむしろ問題なのは、そこで内部と外部を隔てる境界であるように思われる。
開けた窓の桟に座って、風を感じながら人を待っている。雲が魚の群れのように鱗を煌めかせながら西から東へと渡っていく。爆音を上げて横切っていく飛行機の、銀色の腹が釣り針を思わせて、空が勢いよく切り裂かれ開かれていき、向う側がせり出してきて夜が訪れる。いっせいに星が降り出す夜に。
蝙蝠を飼いならし、夕暮れになると空に放つ。オレンジ色の背景に黒い骨ばった翼がはためき、仲間たちを呼ぶ声を聞いたような気がするが、その声はたとえ発せられていたとしてもいっこうに誰にも届かず、孤独なままで私の家の窓をくぐり、机のライトにとまる。彼の目の漆黒の深さの夜が更ける。
誰もいない工場の床に壊れた望遠鏡が落ちている。おそらく、きっと僕のものに違いない。かつて、これでずっと向う側のものを手にとるように仔細に眺めて一日暮らしたものだった。そのとき僕は向う側にいたのだが、いうまでもなくそれはひどい錯誤で、目を離している隙にこちら側が壊れていた。
俺の魂が閉じこもっている一枚の牢獄、船が渡っていく燃える海の尖塔。黄金色に耀き、眩暈の中で微かに震える認識の檻の隙間から、俺の声が何処かへ届くのだろうか。立ったままで眠り、せわしなく動き回る夢に身体を預けて、砂漠を閃く一枚の旗。そこに描かれる迷路の中の牛頭の魔人。
四月がきて、私たちはボートで滑るように暗渠に潜って目を閉じた。彼が服の下にてのひらを差し入れてき、私はすっかりのぼせ上がってしまって、熱い息を吐きながら期待に胸を打ちふるわせていたのだけれど、もしかするとそれは悪い夢だったのかもしれない。気がつくと空一面の桜の花びら。
門をくぐるとまず前庭で事務員たちがずらっと並び、一礼して出迎える。バスがゆっくり旋回し、敷地の奥に進んでいくのだが、工場が、また工場が、とえんえん同じ外観の工場が、いつ果てるともなく同じ工場が現れては消える。人の気配は全くしないが、ひっきりなしに機械の作動音だけが響いている。
肉屋の厨房の天井に妹が吊るされていると妹の友人たちから聞かされて、手斧を持って肉屋に忍び込んだ。肉屋にはかつて妻と娘がいたが、ある年に流行病で相次いで亡くなった。それ以来町では同じような季節にとつぜん姿を消す女性が後を絶たないのだが、そのからくりにようやく皆が気づいたわけだった。
僕と君のあいだに水が流れている。それはゆっくりとまたさらさらと遠くまで流れていき、落ちて、遠回りしながら循環しているか、あるいはどこかで水滴になって、さらに軽く、細かく、分散して、消えていく。僕と君のあいだにある視線は、途切れて、繋がって、また逸れて、不意にどこかで再会する。
リビングデッド・シスター
弾射音
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三月に入り、僕は転職情報サイトに登録して転職活動を開始した。サイト上で履歴書と職務経歴書を作成し、条件にあった企業を検索する。
転勤ができないので、地元の中小企業に絞らざるを得なかった。地元の中小企業でもいっこうにかまわない。できればIT関連ならよかったが、僕を受け入れてくれるならそうでなくてもいい。しかし、この就職難の時代、条件のいい企業はなかなか見つからなかった。
いくつか面接に行ったが、どの企業でも、人事担当者は僕がどうして今の会社を辞めるのかと訊いてきた。当然だが、つらい質問だ。家庭の事情で転勤ができなくなったと言うほかはなかった。
いずれの企業も、結果は不採用だった。
まあ、焦る必要はない。なんならしばらくプー太郎をしてもいい。無職の期間が長引けばそれだけ転職に不利になるのではないかとも考えたが、採用されないのだからしょうがない。今は何よりもまず冴子のことが優先だ。
飯田氏はまだ警察に通報していない。奥田教授の研究日誌をさらに分析し、考え方が変わってきたようだ。ゾンビは本当にいるかもしれない。高梨家の長女は本当にゾンビなのかもしれない。そういう疑念が頭をもたげてきたのだ。僕としては、冴子がゾンビであることをとっくの昔に受け入れているが、学者にとっては受け入れがたいものだったのだろう。
言葉を解さない。食事をしなくても衰弱しない。排泄をしない。脈がない。血液が採取できない。全身からひどい悪臭を発する。睡眠をとらない。ゾンビ特有のこれらの特徴は、飯田氏にとってはどうしても理解しがたいものだ。本当にゾンビがいるのではないかと考えたくもなる。
ひょっとしたら、飯田氏は奥田教授の研究を受け継ぐのではないか。我が家に足繁く通ってくる飯田氏を見ると、そんな気がしてくる。もちろん、ゾンビを現代に復活させようとしているわけではないが、純粋に学術的な好奇心から冴子を研究したいと思っているのではないだろうか。生物学的・医学的に見て死んでいるとしか思えない人間がどうして活動することができるのか。通常の死体とどんな違いがあるのか。研究目的はそれこそ両手の指で数え切れないほどあるだろう。
僕の懸念はただ一つ。飯田氏がエスカレートして、ゾンビとしての冴子を保存しようと、生きている人間を餌として与えはじめないかどうかということだ。あまり考えられないことだが、学究肌の奥田教授の例もある。
まあ、たぶん考えすぎだろう。
逆に言えば、僕たち家族は飯田氏に頼りっきりになっている。冴子がゾンビであるかどうかという件についても、警察に通報するかどうかという件についても、結果としては飯田氏に判断を仰いでいることになるのだ。ごく一般人の僕たちには、権威となるものの裏付けがほしい。飯田氏がその権威だ。飯田氏がゾンビだと言えば、冴子はゾンビ。飯田氏が警察に通報しないなら、警察に通報しなくていい。結果的にはそう考えていることになる。情けないが、権威には勝てない。自分たちだけで判断して間違えるのが怖いのだ。
僕としては、冴子を病院に連れていき、警察にも通報する方が気が楽になるのだが、冴子を世間にさらすのがつらいという気持ちもある。結局僕も、飯田氏に頼り切っているのだ。
「ねえ、今度、うちに来ない?」
昼にいつもの喫茶店でランチを食べているとき、由希子がいきなり言った。
由希子が僕を自宅に招待しようとするのはこれが初めてだ。どんな心境の変化があったのだろうと思ったが、その理由はすぐにわかった。
最近、由希子はなんだか焦ったような気配を見せている。僕が会社を辞めるので、監視下に置けなくなったと思っているのだろう。これまでは同じ職場で働いていたので、目が届く範囲に僕がいて安心していたのだが、僕が会社を変わると、いつも僕を監視していられず、ほかの女性に気が移るのではないかと考えているのだ。そうに決まっている。新しい職場に僕の好みの女性がいるのではないか、浮気するのではないか、そのうちに心が離れていくのではないかと恐れているのだ。
職場が別々になっただけで不安がる必要はないと思うのだが、由希子にとっては大問題なのだろう。安心させるために快諾したが、ふと考え直した。
家に招待するということは、由希子は結婚を前提としているのだ。だが、僕には冴子というゾンビの妹がいる。冴子がいる限り、僕は誰とも結婚できないのだ。いっそのこと病院に収容してもらった方が気が休まるのだが、冴子を人目にさらすのは気が引ける。それに、ゾンビの妹がいることを知ったら、由希子は結婚を躊躇するのではないか。ゾンビの世話など、誰もしたくないだろう。
しかし、いったん快諾したものを翻すことはできない。次の土曜日に、僕は由希子の家を訪問することになった。
由希子のお母さんが歓待してくれた。父親はゴルフで出かけているとのことだ。世の父親はどこも同じなのだろう。それとも、照れくさいのか。
由希子とお母さんと僕の三人でしばらくおしゃべりをしたあと、由希子と僕は彼女の部屋に入った。とたんに、由希子が僕に迫ってくる。僕たちは濃厚なキスをした。そのあと、彼女は僕の唇についた口紅をメイク落としで拭ってくれ、自分は化粧直しをした。
「妹さんの容態はどうなの?」
由希子がふと僕に訊く。冴子のことが気になっているのだ。結婚したら、面倒を見なければならなくなるのか。そのことが気がかりらしい。
「もうずいぶん病気のままよね。一体何の病気なの?」
「医者にもよくわからないらしいんだ」
僕は嘘をついた。
「原因不明ってこと?」
「まあ、そういうところ」
「いつ治るの?」
「それもわからない」
由希子は溜息をついた。
「一度、お見舞いに行かなきゃいけないわね」
「面会謝絶だと、前にも言っただろう」
「でも、そんなに長い間面会謝絶なんて変よ」
由希子の顔は明らかに僕を疑っている。
「何か隠してるんじゃないの?」
「何も隠してないよ」
「新種の伝染病で、隔離されているとか。近寄ると感染するんでしょう」
「隔離なんかされてない」
「とにかく、一度お見舞いさせて」
「わかったわかった」
「そんなにめんどくさそうな言い方をしないで」
「ごめんごめん」
また溜息。
「次はあたしの番ね」
「何が」
「あたしが健一くんのお宅にお邪魔するの」
心臓がどきりとした。
「あたしはあなたを招いた。今度はあなたがあたしを招く番よ。ご両親にもお会いしたいし」
「うん……考えとく」
「何よ、その考えとくっていう返事は。どうしてはっきりしないの」
「親に言っとくよ。近いうちに招待する」
「約束よ」
「ああ、約束だ」
本当に困った。どうやったら由希子を招くことができるのか。いっそのこと、本当のことを話したらどうか。いやあ、僕の妹はゾンビなんだ。家中、悪臭が漂ってる。近寄ると襲うから、気をつけてね。
──誰も信じないだろう。それどころか、頭がおかしいと思われるのが落ちだ。
夕方になり、由希子とお母さんと僕の三人の食事になる。ボルシチだった。由希子が腕を振るった料理だ。いい奥さんになるよということをアピールしたかったのだろう。
午後八時に由希子の家を辞した。結局、父親は帰ってこなかった。こちらとしても、都合がいい。男同士はどうも照れくさい。
【続く】
OCTA ORCA DM shikishima
murbo
■OCTA ORCA DM shikishimaオクタオルカ ディーエム シキシマ
OCTA ORCAの設計チームの一人、敷島博士のOCTA ORCA改良案の実証実験機。巨大なハンマーや格闘用のショルダーユニットなど一瞥して接近戦を想定した、これまでにもあるバリエーションに思われるように偽装している。この偽装はプロジェクトとして計画されたものではなく、博士が個人的に考えたもので、この裏では関節ユニットの反応性能の最適化とAIの完全自立起動と人の通信によるマニュアル操作のリアルタイムでの切り替え、マニュアル操作時の通信設備の簡略化など、運用の根本的な見直しを想定しており、本機をマニュアル操作時は他のOCTA ORCAを3台まで同時にコントロールすること可能。
かねてから政府に対して不信感を持っていた敷島博士とその協力者によって自主的に開発されたものだった。表向きの近接戦闘のデモンストレーション機であることも、実際に偽装ではなく、各種格闘プログラムを瞬時に応用し、最適な対応をする設計になっている。
一般的には政治不安のない時期に敷島博士のこのバージョンのOCTA ORCA DMを使った逃亡事件が静かな引き金となり、徐々に問題が表面化していった。
ということで、一回お休みのはずだったのに作っちゃいましたのOCTA ORCA DM。今回は開発者の一人、敷島博士の独自開発版です。展覧会ノイローゼなのでw、再び展覧会出来ないものかと、あちこち見て回っていまして、その中に喫茶店で展示スペースを設けているところがいいかもしれないと思って、下見して結構やる気だったのです。ただ最寄駅から徒歩20分は辛い。とか言ってるうちに考えが変わってきて、展覧は止めてるんです。やっぱりね、ネットで良くね?とか思っちゃう。紙の風合いとか、実物を見なくちゃとか言っても実物がデジタルデータですからね。ネットで見れるんですよ。プリントの方がもしかすると嘘なんです。そんななので、まぁ、どっちでもいいけど、そこの店の名前でカスタムバージョン作ろっかなの発想だけが残ってこれです。ロボットと言えば敷島博士ですし。色は鉄人28号の色をそのままにしたかったけど、似た色のカスタムバージョンがもうあるので、検索してみると水色のような金属感のイラストもあり、そういう感じにしました。自動車レースのスポンサーでお馴染みのガルフカラーにも近いので、その雰囲気も取り入れています。
多分次こそは一旦お休みして別の事を書くと思います。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/第57号の編集後記でございます。
月末から翌月にかけてのイベントが入ることがよくあり、編集後記の時間がとれていない状態です。んんん、よくない。
やり方考えようというと全然考えないので、雑談の次回を編集後記のタイミングではなく、作ってYoutubeライブなどで出来ないかなとか。書き起こしの問題があるのでそこさえクリアすればやれます。それだと編集会議になるかな。編集について話し合わない会議。
他にも小説のコンテンツ化を考えていまして、買う人がいるのか?はともかく、本以外の発表方法も模索しています。
てなことで、編集者の僕は8/3と4に岐阜県岐阜市にある柳ヶ瀬商店街でビデオゲームのイベント、ぜんために関わっていまして、今もグラフィックデザインものの追い込みであたふたしております。イレギュラーな途中参加なために勝手がわからないことも多く、と毎度位の中での仕事になっているのはそのうちコラムを書きます。
あ、そうそう、今回から笛地静恵さんが参加です。プロの作家であることが参加条件ではないのでお気軽に参加してもらいたいなあと思っています。
それではまた次回。
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